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議題１／ファックス展について

　実行委員長の勝山氏から「作品は５２点集まり、額装も完了し会場の下見も終えた。賞品
のアイポッドナノを２台用意する予定を、商品に幅を持たせてアピールしたいとの意見か
ら、トイカメラ２台に変更した」などの経過報告があった。会場の受付はビジョンズ担当者
の古和氏にお願いし、今後のスケジュールとしては２１日午後１２時より搬入、２３日の
み幹事の中から前半を渡部氏、後半を秋元氏が担当することになり、２６日午後６時搬出、
終了とする事が確認された。その他には投票箱やご案内のデザイン、ポスターなどが学校
に貼られる事や人気投票の結果はホームページ上で行われることも合わせて発表された。

議題２／会則改定・選挙について

　秋元会長から「これですべての会則の見直しが終了したわけではない。今回は常任幹事
の任期と選挙の方法が大きな変更になっている」と述べた後、最終案が配布され内容の検
討に入った。
　最初に第３章１５条の３項について「（松岡）クラスの話し合いとあるが、実際は不可能
ではないか？」という意見に対し「（秋元）文面上はそうするが、現時点ではやめる本人から
他の人との話し合で決める形になる」といままでの慣習に沿っていく事が確認された。
　また「（西田）不都合がなければ第３章１２条の１項の選挙を３月までを４月にしてはど
うか？」との提案については意見交換した結果、今回は従来通り常任幹事の選出は前年度
の３月までに選出することで承認された。
　その後、正会員、通常会員、準会員などの違いや、中退者の件なども取り上げられたが、今
回の議題からはずれてまとまらなくなる為、各幹事で意見をまとめておいて、今後の懸案
事項とする事になった。
　最終的に第３章１５条の３項は「幹事に欠員が生じるた場合は１２条２項を基準とし、
同学年同クラスの話し合いにより後任を選出する」と修正し、それに絡む１２条について
は変更しないことで承認された。

議題３／その他（書記について）

　事務局の小山氏から「書記は常任幹事以外の人がやることになっていたが、外部の会員
の方からもなかなか承諾してもらえない状態。無理を言って大村氏に頼っていたが、それ
も厳しい状況です」との現状報告と、早急に書記の選出方法について決定したいとの提案
がなされ、さらに議事録作成費は労力の割に制作費が少ないので、１回につき１万円程度
まで値上げしてもよいのではないかと述べ、意見交換に入った。「（藤原）議事録の内容をよ
り簡素にしてもよいのではないか」との意見が続き、松岡氏から「将来、同窓会にも関係し
てもらえればという事で学生から選出してはどうか」との提案があり、前々の関係性を知
らないと難しい部分もあるが、新任の常任幹事選出とも絡められるので、松岡氏が担当に
なって学生から書記を選出する事が全会一致で承認された。また、藤原氏からも奨学金制
度にして、１年間６万円を渡し、通してやってもらう形はどうかとの提案もあり、これにつ
いては年度末にもう一度、前向きに検討することになった。
　その他に「HELLO Mr, 昌範」「アサビフェスタ」「朝の会展」関係者の各先生方から同窓会
協力について感謝の挨拶があった。

次回日程 ： ２００６年１月２８日（土）１５：００～１７：００の幹事会日時の確認をして議
会は閉会した。

２００５年度 第４回幹事会議事録

●日時
２００５年１１月１９日（土）
１５:００～１７:００

●場所
阿佐ヶ谷美術専門学校 　図書室

●出席幹事
秋元圭一［会　長］
甲斐光省［副会長］
西田一成［常　任］
渡部征明［常　任］
大村政幸［常　任］
浜村圭一［常　任］
松岡和彦［常　任］
小山　弘［常　任］
勝山昌幸［常　任］
藤原成理［常　任］

● 委任欠席（カッコ内→代理人）
目須田修
菊池　満
西谷之男
三浦嘉久
川島昭作（→西田氏）
角谷祥子
岸　明美

常任出席者　１０名
委任欠席者　７名
定足数成立

●議事進行
議長・進行： 秋元圭一

●議事録
書記：小山　弘
 校正・制作・文責：
 秋元圭一・小山　弘・角谷祥子

■議題
議題１
ファックス展・同窓会ニュースに
ついて

議題１
ファックス展について

議題２
会則改定・選挙について

議題３
その他（書記について）


